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� 藤田 佳久
　本書は戦前、日本人先覚者たちによって 1901年に中国の上海
に設立され、日中間の貿易経済人養成を目指し、多くの優れた
人材を輩出した国際的ビジネススクール「東亜同文書院」と、さ
らに中国に関する総合的研究拠点へと発展し帝国大学をも上回
る難関校となった「東亜同文書院大学」で使用され、戦後は同
大学を引き継いだ愛知大学でも使われた実践的中国語テキスト
『華語萃編』初集を新たに翻刻、総訳して刊行したものである。
　『華語萃編』初集の初版は大正時代に出たが、その後の時代
の変化に対応すべく中国人教員の協力を得て度々改訂をし、戦
後も 20年近く中国語テキストとして利用され、実に半世紀に
及ぶその使命を果たしてきたことは特筆される。
　今回、中国語教育研究に従事する石田卓生氏が、日本人向
けの本格的なテキストとしての歴史的意義も評価し、その翻
刻と翻訳を試み、新たな中国語学習者のためにもわかりやす
くまとめ、これまで東亜同文書院大学─愛知大学以外では幻
といってよかった中国語テキスト『華語萃編』初集の実像を

明らかにした。
　ところで、東亜同文書院生は卒業年次に 3カ月前後におよぶ
「大旅行」と称する中国本土を中心に満州、東南アジアをもカ
バーする徒歩中心の貿易品や経済分野の現地調査を行い、その
成果は『支那経済全書』全 12巻（東亜同文書院、東亜同文会、
1907年）、『支那省別全誌』全 18巻（東亜同文会支那省別全誌
刊行会、1917〜1920年）、戦争により 9巻で中断した『新修支
那省別全誌』（東亜同文会支那省別全誌刊行会、1941〜1946）な
どに結実した。調査先では現地の人々との交渉や交流が不可欠
であり、中国語修得はその最大の手段でもあった。そのため、
東亜同文書院内では中国語の授業は日本人と中国人の教員がペ
アを組んで行われ、課外では毎日朝昼晩の 3回、上級生による
新入生に対する中国語学習会「念書」が行われた。
　したがって、このテキストでは、当初の基本語を踏まえ、日
常生活から「大旅行」を射程に入れた実践的な会話文が中心と
なっている。本書では、それらを今日的に修正しつつ、語句の
語釈を示しながらわかりやすく訳すことによって中国語学習の
テキスト環境を提供している。
　ぜひ、この機会にこのテキストによって中国語の世界を味わ
い、楽しんでもらいたいと期待する。

『華語萃編』初集
─影印・翻刻と総訳─

愛知大学版東亜同文書院大学編纂

20 世紀初頭に日中の交流促進を期して上海に設立され
た東亜同文書院。そこで初学者用の中国語教科書とし
て作成された『華語萃編』初集を、1950 年代に愛知大
学で簡体字や拼音を取り入れて改訂したものを翻刻し、
中国語の発音表記と日本語訳、それに注釈を附して新
たに刊行する。戦前期の中国語教育と当時の生活文化
を伝える貴重な資料である。

2023 年
３月刊行
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1 原文は「么」に「･me」と振る。
2 原文は「的」に「･de」と振る。

3 原文に「《」「》」はない。
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七	 qī　数 7。七つ。

这	 zhè　 代 指示代詞。近称、中称。これ。

それ：口頭語では単独または名詞の前に置

く時は「zhè」と発音し、助数詞または助

数詞を伴った数詞の前に置く時は「zhèi」

と発音する。

什么	 shénme　代疑問代詞。何。どんな。

那	 nà　代指示代詞。遠称、中称。それ。あ

れ。その。あの：口頭語では単独または名

詞の前に置く時は「nà」と発音し、助数詞

または助数詞を伴った数詞の前に置く時は

「nèi」と発音する。

华语	Huáyǔ　 名 中国語；「汉语」（Hànyǔ）

とも言う。

萃编 cuìbiān　語句を集めた本。
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特に指摘して強調を表す。
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修飾語（句）を名詞に加える時、その修飾

語（句）（定語：連体修飾語）の後に置く

が、修飾される名詞が自明の場合は、その
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◎本書「第七课（基本散语 其七）〔基本語句７〕」より
本書は翻刻に際し、本文に中国語のローマ字表記を振り、主な語句
について語釈を示し、全文を日本語訳した。

◎本書「愛知大学版東亜同文書院大学編纂『華語萃編』初集　影印」より
使用人に日本式の風呂を作らせる場面。日本人が中国で生活し続け
ていくことを想定した内容が多く収録されている。

監修

今泉 潤太郎（IMAIZUMI Juntarou）
　1932年愛知県豊橋市生まれ。1955年愛知大学文学部卒
業。愛知大学教養部教授、同大中日大辞典編纂処（後、
編纂所）編集委員長、同大現代中国学部教授、同大東亜
同文書院大学記念センター長、同大現代中国学部長、同
大中日大辞典編纂所編集主幹。現在、愛知大学名誉教授。
専門は中国語学。愛知大学『中日大辞典』には初版（愛
知大学、大安、1968年）の編纂から従事し、増訂版（大
修館書店、1986年）及び増訂第二版（大修館書店、1987
年）では編集委員長を務め、第三版（2010年）では編集
主幹を務める。2012年瑞宝中綬章受章。

編訳

石田 卓生（ISHIDA Takuo）
　1973年愛知県渥美郡田原町生まれ。2009年愛知大学大
学院博士課程修了。博士（中国研究）。現在、愛知大学東
亜同文書院大学記念センター研究員。専門は近代日中関
係史、中国語教育史、近現代中国文学。著書『東亜同文
書院の教育に関する多面的研究』（不二出版、2019年）、
論文「1937年に実施された東亜同文書院生の中国語通訳
従軍について」（『中国研究月報』第 76巻 4号、2022年）、
「『華語萃編』初集にみる東亜同文書院中国語教育の変遷：
統計的手法を援用した分析」（『中国研究月報』第 72巻 2
号、2018年）等。
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